
 1 / 8 
 

令和８年度 

 

 

 

 

 

 

 

仙台第一号灯浮標ほか４基交換工事 

 

 

 

仕  様  書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第二管区海上保安本部 



 2 / 8 
 

第一章 工事概要 

１ 工事件名 仙台第一号灯浮標ほか４基交換工事 

２ 工事期間 契約締結日から令和９年２月２６日 

３ 工事場所及び 

  工事内容 

 

工事場所 工事内容 

仙台第一号灯浮標 

(N38-14-48.7 E141-06-02.5) 

・標体等の運搬（搬出・搬入） 

 

・交換用標体機器類取付け 

 

・既設灯浮標撤去 

 

・整備済灯浮標設置 

 

・撤去灯浮標等整備、清掃 

 

・撤去標体機器類取外し 

 

・
標体鉄鎖等計測及び点検 

仙台第二号灯浮標 

(N38-15-01.7 E141-06-13.5) 

塩釜第二号灯浮標 

(N38-19-10.3 E141-06-00.2) 

塩釜第三号灯浮標 

(N38-19-13.0 E141-04-48.1) 

沖ノ高根灯浮標 

(N38-17-26.8 E141-09-18.5) 

４ 官給品及び 

 引渡場所 

 

官給品：別紙２「官給品内訳書」のとおり 

引渡場所： 

 ① 第二管区海上保安本部浮標置場 

    宮城県塩釜市貞山通一丁目５８－３ 

 ② 宮城海上保安部 

    宮城県塩釜市貞山通３－４－１ 

５ 管理事務所  

 

宮城海上保安部 

宮城県塩釜市貞山通３－４－１ 塩釜港湾合同庁舎 

℡022-367-3917 
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６ 発注元 第二管区海上保安本部 

  宮城県塩釜市貞山通３－４－１ 塩釜港湾合同庁舎 

   ℡022-363-0111（内線 2665：交通部整備課） 
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第二章 共通仕様 

 
１ 適 用 事 項 

 

本仕様書に記載されていない事項や詳細については、次によ

る最新版とする。 

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修  

「公共建築工事標準仕様書」  

国土交通省港湾局編集 

 「港湾工事共通仕様書」 

 国土交通省大臣官房技術調査課電気通信室編集 

   「電気通信設備工事共通仕様書」 

 海上保安庁交通部整備課制定 

   「灯浮標等設置工事共通仕様書」 

 その他、各種取扱説明書 

 

２ 撤 去 材 及 び 

  発生材の処理 

撤去材及び発生材のうち、引継ぎを必要とするものは、整理の

うえ「撤去品等発生通知書」を２部提出して確認を受け、監督職

員の指示に従うものとする。 

引継ぎを必要としないものについては、監督職員の指示によ

る。 

1 撤去材の保管及び廃棄は確実に行う。 

2 廃棄処分する物は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」

等、関連法令に従い適法に処理する。 

3 再使用する物については、指定する場所へ遅滞なく届ける。 

 

３ 官 給 品 本工事において、官給品がある場合は監督職員の指示により、

現場代理人又は主任技術者は次の処置をとる。 

1 官給品の受渡しについては、監督職員の立会いのもと数量

等の確認を行い、状態を点検して異常の有無を確認する。 

2 官給品の引渡しを受ける際には、現場に立会い、「官給品受

領書」を２部提出する。 

3 官給品の保管場所・保管方法及び使用状況について指示を

受けたときは、指示に従う。 

4 官給品の使用が終了した場合は、「官給品精算書」を２部提

出して確認を受ける。 

 

４ 工 事 報 告 工事の進捗・材料の搬出入・作業員の作業状況・気象状況など

を記載した報告書を原則として、監督職員に提出する。 

 

５ 疑義等の協議 設計図書に明記のない場合、または、工事内容に疑義を生じた

場合及び現場の納まり又は取合いなどの関係で、設計図書による

ことが困難な場合又は不都合な場合は、監督職員と協議する。 

 

６ 諸届け、打合せ 

 

受注者は、工事に必要な諸届け、申請を速やかに行う。 
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７ 臨機の処置 災害または公害が発生した場合は速やかに適切な処置をとり、

直ちにその経緯を監督職員に報告する。 

 

８ 工程表・施工計

画書 

着工に先立ち実施工程表及び施工計画書を作成し、監督職員の

承諾を受けること。ただし、軽微な工事で監督職員の指示による

場合は省略できるものとする。 

 

９ 工 事 完 成 図 書 工事完成後、次の１から６の内容を A4 ファイルに整理したも

の及び電子媒体（CD-R 等）にとりまとめたものを各１部、監督

職員に提出する。 

なお、電子データ提出にあたっては、ウイルス対策を実施した

うえで提出するものとする。また、ウイルスソフトは、常に最新

データに更新しなければならない。 

特に工事完成後、外部から確認することができない部分の撮影

を忘れぬように十分注意する。 

1 工事概要 

2 完成図書(竣工図は、A3 版縮小版とする。電子データ

「JW-CAD」含む。) 

3 工事写真（施工前、施工中、施工後及び完成写真）及び電子

データ（JPEG 形式） 

4 試験成績書（材料品質証明、保証書、測定データ等） 

5 工事結果及び所見 

6 その他参考資料 

 

10 施設の保全 工事中は、各種機器また既存部分に支障を与えないよう十分な

養生を行う。 

 

11 その他 1 工事施工に伴う災害の防止は、関係法令に従い適切に行う。 

2 工事施工に際しては、施設・機器等に損傷を与えることな

く、灯火の保全に細心の注意を払う。 

万一、支障を与えた場合には、監督職員に報告するととも

に管理事務所に連絡しその指示に従う。 

 3  履行完了後、検査職員による検査を受けること。 

 4  本契約は、検査職員による検査の合格判定をもって履行完

了後、請求書により一括で対価の支払いを行う。 

 

12 工期について 本工事の履行期限は契約日より令和 9 年 2 月 26 日までとして

いるが、特定小電力型監視装置の納入予定日が、令和 8 年 10 月

末となるため、同標識の交換工事は同機器が納入後となる。 

 

13 使用船舶 当該航路標識への通勤等で船舶を使用する場合の手続きは、監

督職員と協議する。 
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第三章 特記仕様 
 

１.設置標体等運搬等 

（１）引渡場所にて保管中の標体、沈錘、鉄鎖、水中接続具及び頭標等を受注

者が手配、使用する岸壁まで陸上運搬する。 

なお、運搬に支障となる資材は、標体を岸壁又は作業船等に据え置いて

から取付ける。標体を据え置く場合は、転倒防止措置を実施する。 

（２）官給する鉄鎖及び水中接続具の錆を落とした後、計測及び点検を行い、

その結果を別紙３及び別紙４に記録し、監督職員へ報告する。 

（３）標体運搬に必要な機械、玉掛者等は受注者にて用意する。 

 

２ .機器等取付け 

機器は図面及び下記のとおり、堅固に取付ける。 

 取付け数量等は、別紙１のとおり。 

（１）LED 浮標用灯器（官給品） 

① 櫓 上 部 の 機 器 取 付 座 に 官 給 品 付 属 の 六 角 ボ ル ト ・ ナ ッ ト

（SUS304-M16×50）４組にて水平堅固に取付ける。 

②各灯器は監督職員より指示した灯質に設定すること。 

（２）灯浮標用ソーラーシステム 

①制御装置（官給品）は、標体内部の機器取付座に調達した六角ボ

ルト・ナット（SUS304-M8×25）４組にて取付ける。 

②端子箱（官給品）は、櫓表示板の端子箱取付座に調達した六角ボ

ルト・ナット（SUS304-M10×50）４組にて取付ける。 

③官給品付属の太陽電池架台は、櫓上部の太陽電池取付台に調達し

た六角ボルト・ナット（SUS304-M10×30）４組にて取付ける。太陽

電池モジュール（官給品）は、太陽電池架台に付属六角ボルト・

ナット（SUS304-M6×20）４組にて取付ける。 

④蓄電池（官給品）は、標体内部の電池ラックに据え置き、波浪に

よる動揺が無いよう既設の押え板・ゴムパッキン等を使用して確

実に固定する。取付前に電圧を確認し、必要であれば補充電をす

ること。 

（３）監視装置 

①官給する特定小電力型監視装置 (KUD-2C)については、図示のとお

り標体へ取付ける。 

②再使用する灯火監視送信装置は、撤去標体から取外し、図示のと
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おり設置標体へ取付ける。 

（４）頭標（官給品）は、頭標取付金具を頂部の頭標柱に差し込み、 

官給品付属の六角ナット及び割ピンにて取付ける。 

   頭標取付金具は、櫓踊場部既設の支柱固定具に３本差込み、官 

給品付属のナット及び割ピンにて取付ける。 

（５）配線 

①各機器の配線は適宜余長をとり、ステンレスバンド、結束バンド 

等により体裁よく確実に行う。  

②各ケーブルの端末は、各機器の端子盤に適合する圧着端子を使用 

する。 

③標体内部、灯器内部への配線は、電線貫通金物（標体付属）を使

用し、適宜防水処置を施す。 

④制御装置へのケーブル接続は、温度センサー、蓄電池、太陽電池

モジュール、負荷の順とする。なお、取外す際は、この逆順とす

る。 

⑤配線完了後、電圧等のチェックを行い、異常の無いことを確認し

た後、動作試験を実施する。 

 

３.既設標体撤去、標体設置 

（１）設置工事の日程を事前に監督職員に通知する。また、設置工事において

は航路標識の運用を休止しないので、監督職員及び管理事務所との連絡は

密にしなければならないものとする。 

（２）既設標体又は沈錘を引き揚げ後、図示の位置に整備済みの標体を設置す

る。 

（３）設置位置の確認はＧＰＳ受信機等により行う。 

（４）上記作業終了後、監督職員立会いのもと設置位置及び機器動作確認を行

う。 

（５）設置完了後、水中状況調査（沈錘の設置状況、鉄鎖等水中接続具の絡ま

り等の確認）を行い、設置位置を書面で監督職員に提出する。 
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４.監視装置の動作試験 

宮城保安部の表示装置にて、各灯浮標に取り付けられた KUD-2C と通信し、

動作確認を行う。 

 なお、動作確認の内容は次のとおりとする。 

（１）監視項目（灯火情報（正常点灯・消灯・灯質異常）、標識位置情報）が

正常に表示されること 

（２）表示装置によるリクエスト送信機能の確認 

 

５.引揚標体等の搬入、整備 

引揚標体等を、機器等を撤去した後、浮標置場に搬入し、次のとおり整備す

る。 機器等は管理事務所に返納する。 

（１）標体、沈錘、鉄鎖、水中接続具及び頭標等に付着した貝類、海草等は腐

敗による異臭等を防ぐため速やかに除去し、適法に処理を行う。 

（２）標体、沈錘、鉄鎖、水中接続具及び頭標等は貝類・海草等を撤去後、浮

標置場へ運搬する。 

（３）鉄鎖及び水中接続具を水洗いして、所定の場所に整列する。 

①鉄鎖は、標識名及び規格を記入した標示札（ラミネート等 50×100 程度）

を付し、所定の場所に保管する。 

②転環は、水洗いし錆打（２種ケレン）を行い、所定の場所に保管する。 

③接環は、分解して水洗いを行い、コッター穴とスプリングに適量の防錆油

を塗布して組み立て、所定の場所に保管する。 

（４）標体、鉄鎖及び水中接続具の錆を落とした後、計測及び点検を行い、そ

の結果を別紙３及び別紙４に記録し、監督職員へ報告する。 

（５）整備終了後は、浮標置場内の整理整頓等を行う｡ 

 



箇所名 図番

図面名称 縮尺 原図

A2版

設計 年.月

第二管区海上保安本部 交通部

図示

共通

山形県

岩手県

Ｎ

青森県

秋田県

宮城県

福島県

施工場所

位　置　図

貞
山
運
河

一本松大橋

塩釜港湾合同庁舎

Ｎ

案内図（第二管区海上保安本部浮標置場）

位置図、案内図

東経　141-07-02.5

社敷場

吉田浜

塩　釜　市

Ｎ

馬放島

船入島

塩釜小浜Ｂ防波堤灯台

花淵浜

花淵埼

東ミトノ根

☆

☆

塩釜花淵防波堤灯台

☆
魚市場

七　　ケ　　浜　　町

塩釜松ケ浜防波堤灯台

菖蒲田港東防波堤灯台

新仙台火力発電所

御殿山
高山

☆ 花淵灯台

大島根

長　磯

仙台北防波堤灯台

菖蒲田浜

松ケ浜

高松埠頭

多　賀　城　市

東北電力

☆

☆

☆

戸谷場

地蔵島灯台

☆

塩釜漁港東防波堤灯台

北緯 　38-17-26.8

沖ノ高根灯浮標
位置

東経　141-09-18.5

塩釜港（塩釜地区）

塩釜第九号灯標

北緯　　38-19-15.9
東経　 141-03-01.6

位置 位置

北緯　　38-19-21.8

塩釜第八号灯浮標

東経　 141-03-29.0

北緯　　38-19-06.6

塩釜第一号灯浮標

東経　 141-05-52.3

位置 位置

北緯 　38-19-10.3

塩釜第二号灯浮標

東経　141-06-00.2

東経　141-06-43.5

位置

北緯 　38-18-41.7

高島根灯浮標

北緯 　38-19-13.0

塩釜第三号灯浮標
位置

東経　141-04-48.1

東経　 141-04-00.8

北緯　　38-19-19.1
位置

塩釜第五号灯浮標

北緯 　38-18-03.7

洞掛根灯浮標

東経　141-09-56.5

位置

北緯　　38-19-17.7

東経　 141-03-31.5

塩釜第七号灯浮標
位置位置

東経　 141-02-50.9
北緯　　38-19-06.1

塩釜貞山堀航路灯浮標

東経　 141-04-00.9
北緯　　38-19-24.3

塩釜第六号灯浮標
位置

塩釜市貞山通1-58-3
第二管区海上保安本部浮標置場

施工位置

仙台沖灯浮標

北緯 　38-13-25.7

東経　141-08-02.5

施工位置

仙台四号灯浮標

北緯 　38-15-58.7

東経　141-04-50.5

施工位置

北緯 　38-14-48.7

東経　141-06-02.5

施工位置

北緯 　38-15-01.7

東経　141-06-13.5

位置

北緯 　38-15-56.2

東経　141-09-51.5

北緯 　38-18-43.1

仙台第一号灯浮標 仙台第二号灯浮標

大根灯浮標

位置

ミトノ根灯浮標

標体等搬出入場所

※灯浮標の位置は世界測地系とする。

標体・鉄鎖・沈錘・頭標等

搬出入場所
宮城県塩釜市貞山通1-58-3

案内図（仙台塩釜港）　S=1/35000

今井 R8.9

・塩釜第二号灯浮標
・仙台第二号灯浮標

・仙台第一号灯浮標

・塩釜第三号灯浮標
・沖ノ高根灯浮標

・搬出沈錘　　　 ・搬入沈錘
・搬出標体:５基　・搬入標体:５基

　SC12t 2個　　　　SC15t 1個

仙台第一号灯浮標ほか４基交換工事

工事件名
令和８年度

　鉄鎖、頭標等すべて

　SC 6t 1個　　　　SC12t 2個

　SC 3t 2個　 　　 SC 6t 1個

　RC 4t 1個　　　　RC 6t 1個

1/8

　RC 8t 1個　　　　SC 3t 2個



灯火監視用空中線 撤去

箇所名 図番

図面名称 縮尺 原図

A2版

設計 年.月

第二管区海上保安本部 交通部

図示

改修後

設置標体姿図　S=1/60

改修前

撤去標体姿図　S=1/60

6
0
0

Ｗ．Ｌ．
6
0
0

Ｗ．Ｌ．

海　底 海　底

－＋－＋

警報

接点
ﾊﾟﾈﾙ

－＋－＋－＋－＋－＋

出力４３２１

－＋

負荷

－＋

温度

太陽電池

(20W型)

ﾓｼﾞｭｰﾙ 端子箱

太陽電池

(20W型)

ﾓｼﾞｭｰﾙ

＋－－＋

BATT

－＋ －＋

太陽電池

(20W型)

ﾓｼﾞｭｰﾙ

＋－

蓄電池

MSE-150×6個

2PNCT5.5sq-1c×5本

制御装置

2PNCT2sq-2c

2PNCT2sq-2c

2PNCT2sq-2c

2PNCT2sq-2c

2PNCT5.5sq-2c

中間接続線(廃棄)

温度ｾﾝｻｹｰﾌﾞﾙ

＋－

電流検出ユニット

ＬＥＤ浮標用灯器

（Ⅲ型緑）

ＮＰ １ ２ ３

TB1

灯火監視用中継筐へ

－＋－＋

警報

接点
ﾊﾟﾈﾙ

－＋－＋－＋－＋－＋

出力４３２１

－＋

負荷

－＋

温度

太陽電池

(20W型)

ﾓｼﾞｭｰﾙ 端子箱

太陽電池

(20W型)

ﾓｼﾞｭｰﾙ

＋－－＋

BATT

－＋ －＋

太陽電池

(20W型)

ﾓｼﾞｭｰﾙ

＋－

蓄電池

MSE-150×6個

2PNCT5.5sq-1c×5本

制御装置

＋－
ＬＥＤ浮標用灯器

（Ⅲ型緑）

ＮＰ １ ２ ３

TB1

※制御装置の撤去は以下の順序で行う。

①制御装置の電源SWをOFFにする

②負荷を撤去する

⑤温度ｾﾝｻｰを撤去する

④蓄電池を撤去する

③ﾓｼﾞｭｰﾙを撤去する

：廃棄処分

：管理事務所に返納

仙台第一号灯浮標

位置（世界測地系）

北緯： 38度　14分　48.7秒

東経：141度　06分　02.5秒

水深：約20m

標体諸元

全　　　高：約10.45m

浮　体　径：約2.8m

全装備重量：約8.1t

灯浮標装備品等一覧

標　　体：L-2型標体

鉄　　鎖：38φ25m×2連、3m×1連

三ツ目環：32φ×1房

転　　環：38φ×1個

接　　環：38φ×8個

灯　　器：ＬＥＤ浮標用灯器（Ⅲ型緑）

電　　源：灯浮標用ｿｰﾗｰｼｽﾃﾑ

標体諸元

全　　　高：約10.45m

浮　体　径：約2.8m

全装備重量：約8.1t

灯浮標装備品等一覧

標　　体：L-2型標体

三ツ目環：32φ×1房

転　　環：38φ×1個

接　　環：38φ×8個

灯　　器：ＬＥＤ浮標用灯器（Ⅲ型緑）

電　　源：灯浮標用ｿｰﾗｰｼｽﾃﾑ

端子箱 撤去

ＬＥＤ浮標用灯器（Ⅲ型緑） 撤去

中継端子筐 撤去

太陽電池モジュール（20W×3面） 撤去
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沈錘 沈錘 沈錘沈錘

（スラブ12t）

制御装置 撤去

灯火監視送信装置 撤去

温度ｾﾝｻｹｰﾌﾞﾙ(付属線)

2PNCT2sq-2c(付属線)

2PNCT2sq-2c(付属線) 2PNCT2sq-2c(調達)

2PNCT5.5sq-2c(調達)

中間接続線(調達)

頭標（円筒Ⅰ型） 撤去

頭　　標：円筒Ⅰ型 頭　　標：円筒Ⅰ型蓄電池（MSE-150×6個）撤去

接環（SP型38φ）撤去

三ツ目環（32φ）撤去

転環（38φ）撤去

鉄鎖（38φ×25m）撤去

接環（SP型38φ）撤去

接環（SP型38φ）撤去

鉄鎖（38φ×3m）撤去

鉄鎖（38φ×25m）撤去

接環（SP型38φ）撤去

(官給)頭標（円筒Ⅰ型）取付

(官給)制御装置 取付

(官給)蓄電池（MSE-150×6個）取付

(官給)接環（SP型38φ）

(官給)三ツ目環（32φ）取付

(官給)転環（38φ）取付

(官給)鉄鎖（38φ×25m）取付

(官給)接環（SP型38φ）取付

(官給)端子箱 取付

(官給)ＬＥＤ浮標用灯器（Ⅲ型緑）取付

(官給)接環（SP型38φ）取付

撤去 撤去 (官給) (官給)

今井

沈　　錘：スラブ12t+3t

　　　　　（制御装置・端子箱

　　　　　　ﾓｼﾞｭｰﾙ20W×3面・蓄電池(MSE-150)×6個）

(スラブ3t) （スラブ12t）

　　　　　（制御装置・端子箱

灯火監視装置：1式灯火監視装置：1式

(官給)鉄鎖（38φ×3m）取付

仙台第一号灯浮標ほか４基交換工事

標体姿図（設置・撤去）、機器配線系統図（取付・撤去）

工事件名
令和８年度

接環（SP型38φ）取付

鉄鎖（38φ×25m）取付

鉄　　鎖：38φ25m×2連、3m×1連

(スラブ3t)

（官給）特定小電力型監視装置（KUD-2C）取付

KUD-2CGPS用空中線取付

特定小電力型監視装置へ

①制御装置の電源SWをOFFにする

※制御装置への接続は以下の順序で行う。

⑥制御装置の電源SWをONにする

②温度ｾﾝｻｰを接続する

⑤負荷を接続する

④ﾓｼﾞｭｰﾙを接続する

③蓄電池を接続する

※取付配線については別図参照

沈　　錘：スラブ12t+3t

2/8

R8.9

　　　　　　ﾓｼﾞｭｰﾙ20W×4面・蓄電池(MSE-150)×6個）

(官給)太陽電池モジュール（20W×4面）取付

太陽電池

(20W型)

ﾓｼﾞｭｰﾙ

＋－

2PNCT2sq-2c(付属線)

2PNCT2sq-2c(付属線)

仙　　台

１ １

仙　　台



(官給)鉄鎖（38φ×25m）

箇所名 図番

図面名称 縮尺 原図

A2版

設計 年.月

第二管区海上保安本部 交通部

図示

改修後

標体姿図（設置・撤去）、機器配線系統図（取付・撤去）

設置標体姿図　S=1/60

改修前

撤去標体姿図　S=1/60

60
0

Ｗ．Ｌ．
60
0

Ｗ．Ｌ．

海　底 海　底

－＋－＋

警報

接点
ﾊﾟﾈﾙ

－＋－＋－＋－＋－＋

出力４３２１

－＋

負荷

－＋

温度

太陽電池

(20W型)

ﾓｼﾞｭｰﾙ 端子箱

太陽電池

(20W型)

ﾓｼﾞｭｰﾙ

＋－－＋

BATT

－＋ －＋

蓄電池

MSE-150×6個

2PNCT5.5sq-1c×5本

制御装置

2PNCT2sq-2c

2PNCT2sq-2c 2PNCT2sq-2c

2PNCT5.5sq-2c

中間接続線(廃棄)

温度ｾﾝｻｹｰﾌﾞﾙ

＋－

電流検出ユニット

ＬＥＤ浮標用灯器

ＮＰ １ ２ ３

TB1

灯火監視用中継筐へ

－＋－＋

警報

接点
ﾊﾟﾈﾙ

－＋－＋－＋－＋－＋

出力４３２１

－＋

負荷

－＋

温度

太陽電池

(20W型)

ﾓｼﾞｭｰﾙ 端子箱

太陽電池

(20W型)

ﾓｼﾞｭｰﾙ

＋－－＋

BATT

－＋ －＋

太陽電池

(20W型)

ﾓｼﾞｭｰﾙ

＋－

蓄電池

MSE-150×6個

2PNCT5.5sq-1c×5本

制御装置

＋－
ＬＥＤ浮標用灯器

ＮＰ １ ２ ３

TB1

※制御装置の撤去は以下の順序で行う。

①制御装置の電源SWをOFFにする

②負荷を撤去する

⑤温度ｾﾝｻｰを撤去する

④蓄電池を撤去する

③ﾓｼﾞｭｰﾙを撤去する

：廃棄処分

：管理事務所に返納

位置（世界測地系）

標体諸元

全　　　高：約10.45m

浮　体　径：約2.8m

全装備重量：約8.1t

灯浮標装備品等一覧

標　　体：L-2型標体

三ツ目環：32φ×1房

転　　環：38φ×1個

電　　源：灯浮標用ｿｰﾗｰｼｽﾃﾑ

標体諸元

全　　　高：約10.45m

浮　体　径：約2.8m

全装備重量：約8.1t

灯浮標装備品等一覧

標　　体：L-2型標体

三ツ目環：32φ×1房

転　　環：38φ×1個

電　　源：灯浮標用ｿｰﾗｰｼｽﾃﾑ

端子箱 撤去

灯火監視用空中線 撤去

中継端子筐 撤去
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3
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2
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60
0

3
0
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9
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3
,
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2
0
0

60
0

沈錘沈錘

制御装置 撤去

灯火監視送信装置 撤去

温度ｾﾝｻｹｰﾌﾞﾙ(付属線)

2PNCT2sq-2c(付属線)

2PNCT2sq-2c(付属線)

2PNCT2sq-2c(調達)

2PNCT5.5sq-2c(調達)

中間接続線(調達)

北緯： 38度　15分　01.7秒

東経：141度　06分　13.5秒

水深：約20m

ＬＥＤ浮標用灯器（Ⅲ型赤） 撤去

頭標（円錐Ⅰ型） 撤去

灯　　器：ＬＥＤ浮標用灯器（Ⅲ型赤）

頭　　標：円錐Ⅰ型 頭　　標：円錐Ⅰ型

灯　　器：ＬＥＤ浮標用灯器（Ⅲ型赤）

太陽電池

(20W型)

ﾓｼﾞｭｰﾙ

＋－

2PNCT2sq-2c(付属線)

2PNCT2sq-2c(付属線)

仙台第二号灯浮標

（Ⅲ型赤） （Ⅲ型赤）

蓄電池（MSE-150×6個）撤去

接環（SP型38φ）撤去

三ツ目環（32φ）撤去

転環（38φ）撤去

鉄鎖（38φ×25m）撤去

接環（SP型38φ）撤去

撤去

鉄鎖（38φ×25m）撤去

接環（SP型38φ）撤去

接環（SP型38φ）撤去

(官給)頭標（円錐Ⅰ型）取付

(官給)太陽電池モジュール（20W×4面）取付

(官給)制御装置 取付

(官給)蓄電池（MSE-150×6個）取付

(官給)接環（SP型38φ）

(官給)三ツ目環（32φ）

(官給)転環（38φ）

(官給)接環（SP型38φ）

(官給)接環（SP型38φ）

(官給)ＬＥＤ浮標用灯器（Ⅲ型赤）取付

(官給)端子箱 取付

(官給)

今井 R8.9

鉄　　鎖：38φ25m×2連

接　　環：38φ×6個

沈　　錘：スラブ15t

　　　　　（制御装置・端子箱

　　　　　　ﾓｼﾞｭｰﾙ20W×4面・蓄電池(MSE-150)×6個）

太陽電池モジュール（20W×4面） 撤去

太陽電池

(20W型)

ﾓｼﾞｭｰﾙ

＋－

太陽電池

(20W型)

ﾓｼﾞｭｰﾙ

＋－

2PNCT2sq-2c

2PNCT2sq-2c

　　　　　（制御装置・端子箱

（スラブ15t）

沈錘

(官給)

（スラブ12t）

(官給)鉄鎖（38φ×3m）取付

灯火監視装置：1式 灯火監視装置：1式

仙台第一号灯浮標ほか４基交換工事

工事件名
令和８年度

鉄　　鎖：38φ25m×2連、3m×1連

鉄鎖（38φ×25m）取付

接環（SP型38φ）取付

(スラブ3t)

KUD-2CGPS用空中線取付

（官給）特定小電力型監視装置（KUD-2C）取付

①制御装置の電源SWをOFFにする

※制御装置への接続は以下の順序で行う。

⑥制御装置の電源SWをONにする

②温度ｾﾝｻｰを接続する

⑤負荷を接続する

④ﾓｼﾞｭｰﾙを接続する

③蓄電池を接続する

特定小電力型監視装置へ

※取付配線については別図参照

3/8

沈　　錘：スラブ12t+3t

　　　　　　ﾓｼﾞｭｰﾙ20W×4面・蓄電池(MSE-150)×6個）

接　　環：38φ×8個

２

仙　　台

２

仙　　台



図面名称 縮尺 原図

第二管区海上保安本部 交通部

箇所名 図番

図示

設計 年.月

A2版標体姿図（設置・撤去）、機器配線系統図（取付・撤去）

配線系統図（撤去） 配線系統図（取付）

設置標体姿図 S=1:60

※図示部材は全て取付

※取付詳細別図

位置（世界測地系）

標体諸元

灯浮標装備品等一覧 灯浮標装備品等一覧

標　　体：L-U型標体

転　　環：32φ×1個

電　　源：灯浮標用ｿｰﾗｰｼｽﾃﾑ

頭　　標：円筒Ⅰ型

撤　去 設　置

鉄　　鎖：32φ12.5m×1連

接　　環：32φ×3個

今井 R8.9

北緯： 38度　19分　10.3秒

東経：141度　06分　00.2秒

水深：約8m

全　　　高：約8.7m

浮　体　径：約2.6m

全装備重量：約6.5t

標　　体：L-1型標体

鉄　　鎖：38φ12.5m×1連　38φ3m×1連

：廃棄処分

：管理事務所に返納

※制御装置への撤去は以下の順序で行う。

②負荷を撤去する

①制御装置の電源SWをOFFにする

⑤温度ｾﾝｻｰを撤去する

③太陽電池モジュールを撤去する

④蓄電池を撤去する

標体諸元

全　　　高：約7.5m

浮　体　径：約2.4m

全装備重量：約6t

灯　　器：ＬＥＤ浮標用灯器（Ⅱ型赤）

沈　　錘：スラブ6t

塩釜第二号灯浮標

仙台第一号灯浮標ほか４基交換工事

工事件名
令和８年度

電　　源：灯浮標用ｿｰﾗｰｼｽﾃﾑ

転　　環：38φ×1個

灯　　器：ＬＥＤ浮標用灯器（Ⅱ型赤）

　　　　　（制御装置×１個・端子箱×1個

沈　　錘：スラブ6t+3t

灯火監視装置：1式

頭　　標：円錘Ⅰ型

　　　　　　ﾓｼﾞｭｰﾙ20W×3面・蓄電池(MSE-150)×6個）

三ツ目環：32φ×1房

　　　　　　ﾓｼﾞｭｰﾙ20W×3面・蓄電池(MSE-150)×6個）

　　　　　（制御装置×1個・端子箱×1個

2PNCT5.5sq-1c×5本

2PNCT2sq-2c

－＋－＋

警報

接点
ﾊﾟﾈﾙ

－＋－＋－＋－＋－＋

出力４３２１

－＋

負荷

－＋

温度

太陽電池

(20W型)

ﾓｼﾞｭｰﾙ 端子箱

太陽電池

(20W型)

ﾓｼﾞｭｰﾙ

＋－－＋

BATT

－＋ －＋

太陽電池

(20W型)

ﾓｼﾞｭｰﾙ

＋－

蓄電池

MSE-150×6個
制御装置

2PNCT2sq-2c

温度ｾﾝｻｹｰﾌﾞﾙ

2PNCT2sq-2c

2PNCT2sq-2c

中間接続線

ＰＮ

R2

C

N1
R1A4

A3

A2

A1

【官給品】
ＬＥＤ浮標灯器

（Ⅱ型赤）

2PNCT5.5sq-1c×2本

灯火監視ユニット内臓

特定小電力型監視装置へ（別図参照）

【官給品付属】複合ｹｰﾌﾞﾙ

（電源・蓄電池測定・温度ｾﾝｻ）

接　　環：38φ×5個　32φ×2個
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※制御装置への接続は以下の順序で行う。

①制御装置の電源SWをOFFにする

⑥制御装置の電源SWをONにする

⑤負荷を接続する

②温度ｾﾝｻｰを接続する

④太陽電池モジュールを接続する

③蓄電池を接続する

付属線：2PNCT 2sq-2c

灯火監視装置：1式

Ｗ．Ｌ． 4
0
0

塩　釜

海　底

4
,
1
75

灯火中心
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2
0
0

2
,
50
0

2
75

（官給）頭標（円筒Ⅰ型）

（官給）蓄電池（MSE-150×6個）

（官給）接環（SP型32φ）

（官給）転環（32φ）

（官給）鉄鎖（32φ×12.5m）

（官給）沈錘

（官給）端子箱

GPS同期点滅装置内蔵

２

27
5

9
0
0

2
,
6
0
6

20
0

6
0
0

6
0
0

Ｗ．Ｌ．

（スラブ3t） （スラブ6t）

海　底

設置標体姿図 S=1:60

鉄鎖（38φ×3m）撤去

接環（SP型38φ）撤去
鉄鎖（38φ×12.5m）撤去

転環（38φ）撤去

三ツ目環（32φ）撤去

接環（SP型38φ）撤去

蓄電池（MSE-150×6個）撤去

制御装置　撤去

端子箱　撤去

太陽電池モジュール（20W×3面）撤去

頭標（円錐Ⅰ型）撤去
ＬＥＤ浮標用灯器（Ⅱ型赤）撤去

（官給）ＬＥＤ浮標用灯器（Ⅱ型赤）

（スラブ6t）

２

撤去 撤去

沈錘 沈錘

（官給）制御装置

接環（SP型32φ）撤去

（官給）太陽電池モジュール（20W×3面）

ﾓｼﾞｭｰﾙ

(20W型)

＋－ ＋－

太陽電池

＋ ２ ３

－

１ＮＰ

ＬＥＤ浮標用灯器

－

４

＋ ＋－

温度

温度ｾﾝｻｹｰﾌﾞﾙ

MSE-150×6個

蓄電池

－

ﾊﾟﾈﾙ

－

接点

－

警報

－＋＋＋

出力

－

１

負荷

２

端子箱

３

－＋＋

BATT

＋

－

＋

ﾓｼﾞｭｰﾙ

制御装置

－

＋

太陽電池

(20W型)

(付属線)
(付属線)

（付属線）

2PNCT 2sq-2c（調達）

2PNCT 5.5sq-1c×2本(調達)

中間接続線 2PNCT 5.5sq-1c×5本(調達)

＋－

太陽電池

ﾓｼﾞｭｰﾙ

(20W型)

(付属線)

※灯火監視装置取付配線については、別図参照

特定小電力型監視装置へ

GPS型同期点滅制御装置内蔵

（Ⅱ型赤）

KUD-2BGPS用空中線取付
（移設）特定小電力型監視装置（KUD-2B）取付

塩　　釜



2PNCT2sq-2C

2PNCT2sq-2C

MSE-150×6個

2PNCT2sq-2C
2PNCT2sq-2C

：廃棄処分

：管理事務所に返納

図面名称 縮尺

※制御装置への撤去は以下の順序で行う。

原図

第二管区海上保安本部 交通部

箇所名 図番

図示

②負荷を撤去する

①制御装置の電源SWをOFFにする

⑤温度ｾﾝｻｰを撤去する

設計 年.月

A2版標体姿図（設置・撤去）、機器配線系統図（取付・撤去）

制御装置

太陽電池

警報

－＋

蓄電池

＋

(20W型)

＋

接点

＋

４

－

－＋

ﾊﾟﾈﾙ

－

－

BATT温度

－＋

温度ｾﾝｻｹｰﾌﾞﾙ

＋

ﾓｼﾞｭｰﾙ

太陽電池

－

ﾓｼﾞｭｰﾙ

(20W型)

＋ －

負荷

－＋

4
0
0

Ｗ．Ｌ．

塩　釜

4
,
1
7
5

2
7
5

－

２

＋＋ －＋

出力３１

端子箱

－

灯火中心

３

8
0
0

2
0
0

2
,
5
0
0

－＋

海　底

Ｗ．Ｌ． 4
0
0

塩　釜

海　底

4
,
1
7
5

灯火中心

３

8
0
0

2
0
0

2
,
5
0
0

2
7
5

２

配線系統図（撤去）

ＬＥＤ浮標用灯器

３Ｎ

配線系統図（取付）

（Ⅱ型緑）

設置標体姿図 S=1:60

※図示部材は全て取付※図示部材は全て撤去

撤去標体姿図 S=1:60

１Ｐ

GPS型同期点滅制御装置内蔵

電流検出ユニット

※取付詳細別図

灯火監視用中継筐へ

③太陽電池モジュールを撤去する

④蓄電池を撤去する

位置（世界測地系）

北緯： 38度　19分　13.0秒

東経：141度　04分　48.1秒

水深：約6m

標体諸元

全　　　高：約7.5m

浮　体　径：約2.4m

全装備重量：約6t

灯浮標装備品等一覧

標　　体：L-U型標体

転　　環：32φ×1個

頭　　標：円筒Ⅰ型

灯　　器：ＬＥＤ浮標用灯器（Ⅱ型緑）

電　　源：灯浮標用ｿｰﾗｰｼｽﾃﾑ

灯浮標装備品等一覧

標　　体：L-U型標体

転　　環：32φ×1個

灯　　器：ＬＥＤ浮標用灯器（Ⅱ型緑）

電　　源：灯浮標用ｿｰﾗｰｼｽﾃﾑ

頭　　標：円筒Ⅰ型

（官給）ＬＥＤ浮標用灯器（Ⅱ型緑）

（官給）頭標（円筒Ⅰ型）

撤　去 設　置

（官給）制御装置

（官給）蓄電池（MSE-150×6個）

（官給）接環（SP型32φ）

（官給）転環（32φ）

（官給）鉄鎖（32φ×12.5m）

鉄　　鎖：32φ12.5m×1連

接　　環：32φ×3個

塩釜第三号灯浮標

（官給）端子箱

今井 R8.9

鉄　　鎖：32φ12.5m×1連

接　　環：32φ×3個

沈　　錘：RC 6t×1個

　　　　　（制御装置×１個・端子箱×1個

　　　　　　ﾓｼﾞｭｰﾙ20W×2面・蓄電池(MSE-150)×6個）

（RC6t）

沈錘

鉄鎖（32φ×12.5m）撤去

転環（32φ）撤去

接環（SP型32φ）撤去

蓄電池（MSE-150×6個）撤去

灯火監視送信装置　撤去

制御装置　撤去

端子箱　撤去

頭標（円筒Ⅰ型）撤去

ＬＥＤ浮標用灯器（Ⅱ型緑）撤去

太陽電池モジュール（20W×2面）撤去

中継端子筐　撤去

灯火監視用空中線　撤去

　　　　　（制御装置×１個・端子箱×1個

（官給）沈錘

灯火監視装置：1式灯火監視装置：1式

仙台第一号灯浮標ほか４基交換工事

工事件名
令和８年度

（官給）特定小電力型監視装置（KUD-2C）取付
KUD-2CGPS用空中線取付

撤去

5/8

　　　　　　ﾓｼﾞｭｰﾙ20W×3面・蓄電池(MSE-150)×6個）

（RC 4t）

沈　　錘：RC4t

※制御装置への接続は以下の順序で行う。

①制御装置の電源SWをOFFにする

⑥制御装置の電源SWをONにする

⑤負荷を接続する

②温度ｾﾝｻｰを接続する

④太陽電池モジュールを接続する

③蓄電池を接続する

ﾓｼﾞｭｰﾙ

(20W型)

＋－ ＋－

太陽電池

＋ ２ ３

－

１ＮＰ

（Ⅱ型緑）ＬＥＤ浮標用灯器

－

４

＋ ＋－

温度

温度ｾﾝｻｹｰﾌﾞﾙ

MSE-150×6個

蓄電池

－

ﾊﾟﾈﾙ

－

接点

－

警報

－＋＋＋

出力

－

１

負荷

２

端子箱

３

－＋＋

BATT

＋

－

＋

ﾓｼﾞｭｰﾙ

制御装置

－

＋

太陽電池

(20W型)

(付属線)
(付属線)

（付属線）

2PNCT 2sq-2c（調達）

2PNCT 5.5sq-1c×2本(調達)

中間接続線 2PNCT 5.5sq-1c×5本(調達)

＋－

太陽電池

ﾓｼﾞｭｰﾙ

(20W型)

(付属線)

付属線：2PNCT 2sq-2c

GPS型同期点滅制御装置内蔵

※灯火監視装置取付配線については、別図参照

特定小電力型監視装置へ

（官給）太陽電池モジュール（20W×3面）



2PNCT 2sq-2c(調達品)

縮尺

設計

原図図面名称

A2版

箇所名 図番

第二管区海上保安本部 交通部

年.月

図示

端子箱

警報

－

接点

ＬＥＤ浮標用灯器

＋

(20W型)

太陽電池

温度

＋－ ＋－

－＋ ＋

－＋

－

３

蓄電池

－

（Ⅲ型緑）

端子箱

＋

４

－

２１

＋－＋

出力

温度ｾﾝｻｹｰﾌﾞﾙ

＋

(20W型)

－

制御装置

－

－

太陽電池

＋

(20W型)

太陽電池

－＋

MSE-300×6個

＋＋

負荷

＋－

BATT

－

－＋

太陽電池

(20W型)

太陽電池

(20W型)

＋－

－＋ ＋－ －－ ＋－ ＋

１ ２ 出力

＋

３ ４

2PNCT 2sq-2c
2PNCT 2sq-2c

2PNCT 2sq-2c

2PNCT 2sq-2c
2PNCT 2sq-2c

2PNCT 2sq-2c

2PNCT 5.5sq-1c

沖ノ高根灯浮標

Ｗ．Ｌ．

60
0

3
,
4
0
0

※取付詳細別図

灯火中心

沖ノ高根

60
0

2
0
0

9
0
0

3
0
0

警報

接点

ＬＥＤ浮標用灯器

温度

＋－ ＋－

－＋

蓄電池

2PNCT 5.5sq-1c×2本(調達品)

（Ⅲ型緑）

端子箱

温度ｾﾝｻｹｰﾌﾞﾙ

－－＋

MSE-300×6個

＋＋

負荷

＋－

BATT

－

－＋ ＋－ －－ ＋－ ＋

１ ２ 出力

＋

３ ４

配線系統図（取付）

＋

(20W型)

太陽電池

－＋

(20W型)

太陽電池

－－

太陽電池

(20W型)

＋

(付属線)
(付属線)

設置標体姿図 S=1:60

※図示部材は全て取付

海底

Ｗ．Ｌ．

6
00

3
,
4
0
0

灯火中心

沖ノ高根

6
00

2
0
0

90
0

30
0

沈錘

（スラブ12t）

①制御装置の電源SWをOFFにする

※制御装置への接続は以下の順序で行う。

⑥制御装置の電源SWをONにする

②温度ｾﾝｻｰを接続する

⑤負荷を接続する

③蓄電池を接続する

：廃棄処分

：管理事務所に返納

※制御装置への撤去は以下の順序で行う。

②負荷を撤去する

①制御装置の電源SWをOFFにする

⑤温度ｾﾝｻｰを撤去する

位置（世界測地系）

北緯： 38度　17分　26.8秒

東経：141度　09分　18.5秒

水深：約19m

標体諸元

全　　　高：約10.45m

浮　体　径：約2.8m

灯浮標装備品等一覧

標　　体：L-2型標体

鉄　　鎖：38φ25m×1連

三ツ目環：32φ×1房

転　　環：38φ×1個

接　　環：38φ×5個

沈　　錘：スラブ 12t×1個

頭　　標：円筒Ⅰ型

灯　　器：ＬＥＤ浮標用灯器（Ⅲ型緑）

電　　源：灯浮標用ｿｰﾗｰｼｽﾃﾑ

灯浮標装備品等一覧

標　　体：L-2型標体

鉄　　鎖：38φ25m×1連

三ツ目環：32φ×1房

転　　環：38φ×1個

接　　環：38φ×5個

頭　　標：円筒Ⅰ型

灯　　器：ＬＥＤ浮標用灯器（Ⅲ型緑）

電　　源：灯浮標用ｿｰﾗｰｼｽﾃﾑ

④蓄電池を撤去する

③太陽電池モジュールを撤去する

④太陽電池モジュールを接続する

撤　去 設　置

ﾓｼﾞｭｰﾙ ﾓｼﾞｭｰﾙ

ﾓｼﾞｭｰﾙ ﾓｼﾞｭｰﾙ ﾓｼﾞｭｰﾙ

ﾓｼﾞｭｰﾙ ﾓｼﾞｭｰﾙ ﾓｼﾞｭｰﾙ

ﾓｼﾞｭｰﾙﾓｼﾞｭｰﾙ

（付属線）

(付属線)

（官給）ＬＥＤ浮標用灯器（Ⅲ型緑）

（官給）頭標（円筒Ⅰ型）

（官給）制御装置

（官給）接環（SP型38φ）

（官給）三ツ目環（32φ）

（官給）接環（SP型38φ）

（官給）転環（38φ）

（官給）鉄鎖（38φ×25m）

※図示部材は全て撤去

付属線：2PNCT 2sq-2c

制御装置

中間接続線 2PNCT 5.5sq-1c×5本(調達)

（官給）端子箱×２個

配線系統図（撤去）

標体姿図（設置・撤去）、配線系統図（取付・撤去）

全装備重量：約8.1t

今井 R8.9

　　　　　　ﾓｼﾞｭｰﾙ20W×5面・蓄電池(MSE-300)×6個）

　　　　　（制御装置×1個・端子箱×２個
蓄電池（MSE-300×6個）撤去

接環（SP型38φ）撤去

三ツ目環（32φ）撤去

転環（38φ）撤去

鉄鎖（38φ×25m）撤去

接環（SP型38φ）撤去

端子箱×２個　撤去

頭標（円筒Ⅰ型）撤去

ＬＥＤ浮標用灯器（Ⅲ型緑）撤去

太陽電池モジュール（20W×5面）撤去

海底
設置標体姿図 S=1:60

　　　　　（制御装置×１個・端子箱×２個

　　　　　　ﾓｼﾞｭｰﾙ20W×6面・蓄電池(MSE-300)×6個）

（官給）蓄電池（MSE-300×6個）

（官給）沈錘

端子箱

－＋ ＋－

３

－＋

４

－

２１

＋－＋

出力

(付属線)
(付属線)

－＋

太陽電池

(20W型)

太陽電池

(20W型)

＋－

ﾓｼﾞｭｰﾙ ﾓｼﾞｭｰﾙ

－＋

太陽電池

(20W型)

ﾓｼﾞｭｰﾙ

灯火監視装置：1式

仙台第一号灯浮標ほか４基交換工事

工事件名
令和８年度

沈　　錘：RC8t

（RC 8t）

撤去

灯火監視装置：1式

灯火監視用空中線　撤去

中継端子筐　撤去

灯火監視送信装置　撤去

蓄電池（MSE-150×6個）撤去

制御装置　撤去

（官給）太陽電池モジュール（20W×6面）
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（官給）特定小電力型監視装置（KUD-2C）取付

KUD-2CGPS用空中線取付



鳥除金物
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8-φ4
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465

←

14055

82.5

4
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B矢視図太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ（20W）

A矢視図

4-φ14

475

Ｂ

↑

55

54
2

3
6
5

1
8
5

2
4
0

Ａ

460

3
2
0

太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ取付詳細図 S=1:10

1,200

900

220

270

2
0
0

1
4
0

端子箱取付詳細図 S=1:10

400

4
0
0

P.C
.D 

190

φ130

ＬＥＤ浮標用灯器取付図 S=1:10

（SUS304:M16×50）4組

電線貫通金物

ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄ4
4
2

2
75

6
4
2

ＬＥＤ浮標用灯器

4－φ24

350

400

1
3
0

2
5
0

制御装置取付詳細図 S=1:10

ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄ
（SUS304:M8×25）4組

4-φ9

蓄電池据付図 S=1:10

電池ラックを上方から見る

次の蓄電池へ

制御装置へ

電池固定金物

2PNCT 5.5sq-1Cボルト(M8)

電池押え2PNCT 5.5sq-1C

中間接続線 2PNCT 5.5sq-1C

　　その際に蓄電池ががたつくようであれば、緩衝材等を間に入れ、動かない
　ボルトを用いて固定する。

　ようにする。

　からない経路とし、結束バンド等で適宜固縛を行う。
２．蓄電池に配線を接続させる際には余長をとり、圧着端子に過度の負荷がか

１．蓄電池を蓄電池ラックに収め、適合する位置に電池押え・電池固定金物・　

箇所名 図番

図面名称 縮尺 原図

図示 A2版

設計 年.月

第二管区海上保安本部 交通部

各種詳細図

ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄ

蓄電池(MSE-150/MSE-200)

MSE150/MSE-200 3個用

共通

ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄ

1,
2
0
0

4-φ12

465

5
4
2

257283

9
0
0 8
4
0

灯火監視装置BOX

太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ(20W)

※BOX参考型番：UPC333818G　ﾀｶﾁ

ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄ
（SUS304:M8×40）4組

（SUS304:M8×30）4組

（SUS304:M8×50）4組

今井 R8.9

仙台第一号灯浮標ほか４基交換工事

工事件名
令和８年度

7/8

詳細別図

支柱固定具(32A20S-SUS304)

1
2
0

1
,
0
6
5

25
0

頭標・頭標取付金物詳細図 S=1:20

頭標取付金具

6
0
0

頭標(円錐Ⅰ型用)

頭標
頭標

鳥除金物

頭標(円筒Ⅰ型用)

1
2
0

7
2
0

頭標取付金具

※支柱固定具側も同様とする。

※頂部も同様とする。

平座金(M24-SUS304)

ﾊﾞﾈ座金(M27-SUS304)

平座金(M27-SUS304)

頭標取付詳細図 S=1:5

頭標柱(φ27.2-SUS304)

頭 標

六角ﾅｯﾄ(M24:1種-SUS304)

六角ﾅｯﾄ(M24:3種-SUS304)

六角ﾅｯﾄ(M27:3種-SUS304)

割ﾋﾟﾝ(#3×40)

ﾊﾞﾈ座金(M24-SUS304)

六角ﾅｯﾄ(M27:1種-SUS304)

割ﾋﾟﾝ(#3×40)



※標体撤去後、送信装置を

ること

撤去し、設置標体へ取付

撤去品については、管理事務所保管とする

各種ケーブル 撤去

灯火監視送信装置 撤去

灯火監視装置撤去図　S=1/50

中継端子筐 撤去

灯火監視用空中線 撤去

空中線金物 撤去

A2版図示

原図縮尺

第二管区海上保安本部 交通部

設計

図番

図面名称

箇所名

年.月

灯火監視装置撤去・取付図、配線系統図

今井 R8.9

監視装置

仙台第一号灯浮標ほか４基交換工事

工事件名
令和８年度

蓄電池へ

灯浮標内部

端子箱、太陽電池パネルへ

灯浮標外部

気密性を確保するよう措置すること
未使用の電線貫通金物については、シーリング等により

+ - + -

負荷 BATT

+- +-

負荷 パネル

制御装置

MAIN GPS
灯器関連

(灯器)
機器１～３

(衝突)

空中線ケーブル×2本（付属品）

2PNCT　2sq-2C(調達品)

2PNCT　2sq-2C(調達品)

N1

+ 1 2 3 4

P N

A4

A3

A2

A1

R1

R2

C

灯火監視ユニット

ＬＥＤ浮標用灯器（日本光機製）

POW

制
御
装
置

　
電
源
線

制
御

装
置
　
電
源
線

パラ取り
－

電源線、信号線複合ケーブル

電源線、信号線複合ケーブル

GPS用空中線

LORA用空中線（KUD-2Cのみ）

仙台第一・仙台第二

塩釜第三・沖ノ高根

灯火監視装置(KUD-2C)

8/8

仙台第一号灯浮標、仙台第二号灯浮標、

塩釜第三号灯浮標、沖ノ高根灯浮標　配線系統図

※塩釜第二号灯浮標についは、撤去標体に設置されたものを移設すること。



別紙1

付　　属　　機　　器　　類

円
筒

円
錐

PV 端子箱 制御器

Ⅰ
型

Ⅰ
型

20W 数量 数量

1 仙台第一号灯浮標 FLG4s 1 MSE 150 6 1 2 1 1 8 1 1 1 4 1 1 1

2 仙台第二号灯浮標 FLR4s 1 MSE 150 6 1 2 1 1 8 1 1 1 4 1 1 1

3 塩釜第二号灯浮標 FL(2)R6s 1 MSE 150 6 1 1 3 1 1 3 1 1

撤去標体
より監視
装置を移
設する

4 塩釜第三号灯浮標 FLG3s 1 MSE 150 6 1 1 3 1 1 3 1 1 1

5 沖ノ高根灯浮標 Mo(B)G8s 1 MSE 300 6 1 1 1 5 1 1 6 2 1 1

合計 1 1 1 2 30 2 2 5 3 3 2 21 6 1 1 2 1 2 3 2 20 6 5 4

沈錘

38
φ

4t 6t

ScRc

32
φ

38
φ

接環

32
φ

32
φ

数量 8t
38φ
(連)
3m

32φ
(連)
12.5m

38φ
(連)
25m

1個
蓄電池

容量

三ツ目環
監視
装置
(KUD
-2C)

12
t

水　中　接　続　具

転環

第二管区海上保安本部浮標碇置表

№ 標　　識　　名

灯浮標用ソーラーシステム

規格

鉄　　鎖

灯質

Ⅲ緑
その他

Ⅲ赤Ⅱ緑Ⅱ赤

LED灯器
頭　標

3t



別紙２

品 名 規 格 単位 数量 官 給 場 所

標体 L-2 基 3
第二管区海上保安本部
浮標置場

標体 L-U 基 2
第二管区海上保安本部
浮標置場

LED浮標灯器 Ⅲ型緑 個 2 宮城海上保安部

LED浮標灯器 Ⅲ型赤 個 1 宮城海上保安部

LED浮標灯器 Ⅱ型緑 個 1 宮城海上保安部

LED浮標灯器 Ⅱ型赤 個 1 宮城海上保安部

太陽電池モジュール 20W 面 20
第二管区海上保安本部
浮標置場

灯浮標用ｿｰﾗｰｼｽﾃﾑ制御器 標準型 個 5
第二管区海上保安本部
浮標置場

灯浮標用ｿｰﾗｰｼｽﾃﾑ端子箱 12V3A 個 6
第二管区海上保安本部
浮標置場

蓄電池 MSE-150（長寿命型） 個 24
第二管区海上保安本部
浮標置場

蓄電池 MSE-300（長寿命型） 個 6
第二管区海上保安本部
浮標置場

特定小電力型監視装置 KUD-2C 式 4 宮城海上保安部

鉄鎖 38㎜×25m 連 5
第二管区海上保安本部
浮標置場

鉄鎖 32㎜×12.5m 連 2
第二管区海上保安本部
浮標置場

官 給 品 内 訳 書
（仙台第一号灯浮標ほか４交換工事）

1 / 2 ページ



別紙２

品 名 規 格 単位 数量 官 給 場 所

官 給 品 内 訳 書
（仙台第一号灯浮標ほか４交換工事）

鉄鎖 38㎜×3m 連 2
第二管区海上保安本部
浮標置場

水中接続具 三ツ目環 32㎜ 個 3
第二管区海上保安本部
浮標置場

水中接続具 転環 38㎜ 個 3
第二管区海上保安本部
浮標置場

水中接続具 転環 32㎜ 個 2
第二管区海上保安本部
浮標置場

水中接続具 接環 38㎜ 個 21
第二管区海上保安本部
浮標置場

水中接続具 接環 32㎜ 個 6
第二管区海上保安本部
浮標置場

沈錘 SC 12t 個 2
第二管区海上保安本部
浮標置場

沈錘 SC  6t 個 1
第二管区海上保安本部
浮標置場

沈錘 SC  3t 個 2
第二管区海上保安本部
浮標置場

沈錘 RC 8t 個 1
第二管区海上保安本部
浮標置場

沈錘 RC 4t 個 1
第二管区海上保安本部
浮標置場

頭標 円筒Ⅰ型 個 3
第二管区海上保安本部
浮標置場

頭標 円錐Ⅰ型 個 2
第二管区海上保安本部
浮標置場

2 / 2 ページ



標体検査記録表 別紙３

第二管区 標体番号

標体種別

80％以上

50％以上

30％以上

ほとんど無し

50％以上

25％以上

5％以上

5％未満

ほとんど無い

あるが機能に問題無い

標体寿命に影響がある

標体寿命に著しく影響がある

ほとんど無い

あるが機能に問題無い

多数あり標体に著しく影響がある

大きな孔食が有り浸水等のおそれがある

引揚げ時の
点検年月日

区分 調査項目 調査内容

そ
の
他
参
考
事
項

別紙3-1

調査結果

喫水下部 喫水上部

標体

塗膜残存率

電気防食板
残存率

発錆

孔食

管　　区

標 識 名



別紙３－1

計測年月日：

標体番号 0

1 2 3 4 5 目視点検状況等

#### #### #### #### ####

#### #### #### #### ####

#### #### #### #### ####

#### #### #### #### ####

#### #### #### #### ####

#### #### #### #### ####

製造年月

標　　体　　衰　　耗　　調　　査　　表

初期値

胴板上部

胴板下部

下部鏡板部

尾筒部

計測箇所

0

標体調査箇所略図

やぐら部

上部鏡板部

板厚計測値



別紙３－２
計測年月日：

標体番号

1 2 3 4 5 目視点検状況等

#### #### #### #### ####

#### #### #### #### ####

#### #### #### #### ####

#### #### #### #### ####

#### #### #### #### ####

製造年月

標　　体　　衰　　耗　　調　　査　　表

初期値

胴板上部

胴板下部

下部鏡板部

計測箇所
標体調査箇所略図

やぐら部

上部鏡板部

板厚計測値



鉄鎖(38mm)来歴記録 別紙4-1

・

エンドリンク コモンリンク 第二管区海上保安本部

鉄鎖（38㎜） D1= D2= d1= d2= D1= D2= d1= d2= 　 確認者：　　　　　　　　　　　

№ 規格 目視 外観点検

エンド エンド

リンク リンク

計測箇所

D1

D2

× 摩耗率

摩耗率

d1

d2

摩耗率

摩耗率

エンド エンド

リンク リンク

計測箇所

D1

D2

× 摩耗率

摩耗率

d1

d2

摩耗率

摩耗率

エンド エンド

リンク リンク

計測箇所

D1

D2

× 摩耗率

摩耗率

d1

d2

摩耗率

摩耗率

エンド エンド

リンク リンク

計測箇所

D1

D2

摩耗率

摩耗率

d1

d2

摩耗率

摩耗率

※　目視による外観点検で摩耗・変形等が殆どない鉄鎖は５ｍ単位のリングをゲージにより計測する。

※　摩耗・変形等の大きいリンクがある鉄鎖は、その箇所をノギスにより計測する。

備　考

設　標
標識名

計測者

4

0m 5m 10m 15m 20m 25m 計　測
年月日

▲

▲

▲

▲ ▲ ▲

10m 15m

▲ ▲▲

備　考

設　標
標識名

計　測
年月日

▲ ▲ ▲

計測者

3

0m 5m 10m 15m 20m

▲ ▲ ▲

25m

設　標
標識名

備　考

▲

20m 25m

1

計　測
年月日

2

0m 5m

▲ ▲

計測者

備　考

設　標
標識名

▲

記  事

42.5

▲ ▲

計測者

▲ ▲

38.0 38.0

計測データ

▲

10m 15m 20m 25m 計　測
年月日

0m 5m

45.6 45.6 45.6 45.6 38.0

▲

38mm

25m

38mm

12.5m

38mm

3.0m

引揚げ 設置
d

D1

D2d2 d

D1

D2d2



鉄鎖(32mm)来歴記録 別紙4-2

・

エンドリンク コモンリンク 第二管区海上保安本部

鉄鎖（32㎜） D1= D2= d1= d2= D1= D2= d1= d2= 　 確認者：　　　　　　　　　　　

№ 規格 目視 外観点検

エンド エンド

リンク リンク

計測箇所

D1

D2

× 摩耗率

摩耗率

d1

d2

摩耗率

摩耗率

エンド エンド

リンク リンク

計測箇所

D1

D2

× 摩耗率

摩耗率

d1

d2

摩耗率

摩耗率

エンド エンド

リンク リンク

計測箇所

D1

D2

× 摩耗率

摩耗率

d1

d2

摩耗率

摩耗率

エンド エンド

リンク リンク

計測箇所

D1

D2

摩耗率

摩耗率

d1

d2

摩耗率

摩耗率

※　目視による外観点検で摩耗・変形等が殆どない鉄鎖は５ｍ単位のリングをゲージにより計測する。

※　摩耗・変形等の大きいリンクがある鉄鎖は、その箇所をノギスにより計測する。

計測者

計測データ 記  事

0m 5m 10m 15m 20m 25m 計　測
年月日

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

設　標
標識名

備　考

2

0m 5m 10m 15m

1

計　測
年月日

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

計測者

設　標
標識名

備　考

25m

3

0m 5m 10m 15m 計　測
年月日

計測者

20m

設　標
標識名

備　考

4

0m 5m 10m 15m 20m 25m 計　測
年月日

計測者

設　標
標識名

備　考

3.0ｍ

32mm

25ｍ

32mm

12.5ｍ

32mm

38.0 42.5 38.0 38.0

引揚げ 設置

36.0 32.0 32.032.0

▲

▲

25m20m

d

D1

D2d2



接環（38φ）来歴記録 別紙4-3

引揚げ・設置

　 　
D= Ｗ= L1= L2= d= 第二管区海上保安本部

接環（38㎜） 52 171 211 285 52

計測箇所 計測値 摩耗率 計測箇所 計測値 摩耗率

D D L1 計測年月日

W L2 計　測　者

d 引揚標識名

備　　　考

D D L1 計測年月日

W L2 計　測　者

d 引揚標識名

備　　　考

D D L1 計測年月日

W L2 計　測　者

d 引揚標識名

備　　　考

D D L1 計測年月日

W L2 計　測　者

d 引揚標識名

備　　　考

D D L1 計測年月日

W L2 計　測　者

d 引揚標識名

備　　　考

D D L1 計測年月日

W L2 計　測　者

d 引揚標識名

備　　　考

D D L1 計測年月日

W L2 計　測　者

d 引揚標識名

備　　　考

7 38mm

6 38mm

5 38mm

3 38mm

4 38mm

ゲージ
ノギス

1 38mm

確認者：　　　　　　　　

№ 規 格

外観点検 計測データ

記 事
本体

接環
ピン

差込キー
プランジャ
スプリング

その他

水深約　　m

2 38mm



接環（32φ）来歴記録 別紙4-4

引揚げ・設置

　 　
D= Ｗ= L1= L2= d= 第二管区海上保安本部

接環（32㎜） 44 144 179 240 45

計測箇所 計測値 摩耗率 計測箇所 計測値 摩耗率

D D L1 計測年月日

W L2 計　測　者

d 引揚標識名

備　　　考

D D L1 計測年月日

W L2 計　測　者

d 引揚標識名

備　　　考

D D L1 計測年月日

W L2 計　測　者

d 引揚標識名

備　　　考

D D L1 計測年月日

W L2 計　測　者

d 引揚標識名

備　　　考

D D L1 計測年月日

W L2 計　測　者

d 引揚標識名

備　　　考

D D L1 計測年月日

W L2 計　測　者

d 引揚標識名

備　　　考

D D 計測年月日

W 引揚標識名

d 設標標識名

備　　　考

7 32mm

5 32mm

6 32mm

確認者：　　　　　　　　

2 32mm

1 32mm

№ 規 格

外観点検 計測データ

記 事
本体

接環
ピン

差込キー
プランジャ
スプリング

その他 ゲージ
ノギス

4 32mm

3 32mm

水深約　　m



転環（38φ）来歴記録 別紙4-5
引揚げ・設置

D= H= A= B= C= L1= L2= 第二管区海上保安本部

転環（38㎜） 51 51 76 102 83 502 305

計測箇所 計測値 摩耗率 計測箇所 計測値 摩耗率

D D L1 計測年月日

H H L2 計　測　者

A

B

C 備　　　考

D D L1 計測年月日

H H L2 計　測　者

A

B

C 備　　　考

D D L1 計測年月日

H H L2 計　測　者

A

B

C 備　　　考

D D L1 計測年月日

H H L2 計　測　者

A

B

C 備　　　考

D D L1 計測年月日

H H L2 計　測　者

A

B

C 備　　　考

確認者：　　　　　　　

引揚標識名

引揚標識名

引揚標識名

4 38mm

5 38mm

2 38mm

水深約　　m

引揚標識名

3 38mm

引揚標識名

記　　事

1 38mm

№ 規 格

外 観 点 検 計測データ

本体 回転軸 ナット その他 ゲージ

ノギス

D

D

L1

L2

Ｂ

Ｈ

C
A



転環（32φ）来歴記録 別紙4-6
引揚げ・設置

D= H= A= B= C= L1= L2= 第二管区海上保安本部

転環（32㎜） 44 51 70 83 70 450 273

計測箇所 計測値 摩耗率 計測箇所 計測値 摩耗率

D D L1 計測年月日

H H L2 計　測　者

A

B

C 備　　　考

D D L1 計測年月日

H H L2 計　測　者

A

B

C 備　　　考

D D L1 計測年月日

H H L2 計　測　者

A

B

C 備　　　考

D D L1 計測年月日

H H L2 計　測　者

A

B

C 備　　　考

D D L1 計測年月日

H H L2 計　測　者

A

B

C 備　　　考

確認者：　　　　　　　

№ 規 格

外 観 点 検 計測データ

記　　事

本体 回転軸 ナット その他 ゲージ

ノギス

5 32mm

引揚標識名

4 32mm

引揚標識名

3 32mm

引揚標識名

2 32mm

引揚標識名

1 32mm

引揚標識名

水深約　　m

D

D

L1

L2

Ｂ

Ｈ

C
A



三ツ目環（32mm）来歴記録 別紙4-7

・

D= T= D1= D2= d1= d2= D1= D2= d1= d2= D1= D2= d1= d2=  D1= D2= d1= d2= D1= D2= d1= d2= 第二管区海上保安本部

三ツ目環　（32㎜） 51 45 45.6 45.6 45.6 45.6 45.6 45.6 45.6 45.6 38 42.5 38 38 38.4 38.4 38.4 38.4 32 36 32 32 確認者：　　　　　　　　　　

環部 鎖部

エンド① エンド➀
計測箇所 ▲ ▲

D1

D2

× 摩耗率

摩耗率

d1

d2

摩耗率

摩耗率

エンド① エンド➀
計測箇所 ▲ ▲

D1

D2

× 摩耗率

摩耗率

d1

d2

摩耗率

摩耗率

エンド① エンド➀
計測箇所 ▲

D1

D2

× 摩耗率

摩耗率

d1

d2

摩耗率

摩耗率

エンド① エンド➀
計測箇所

D1

D2

摩耗率

摩耗率

d1

d2

摩耗率

摩耗率

計測はエンドリンク及び拡大リンクは全て、コモンリンクは３ｍ毎に行うこと　※　摩耗・変形等の大きいリンクがある場合は、その箇所をノギスにより計測する。

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

▲ ▲ ▲ ▲

備　考
摩耗率

Ｔ
(幅)

設　標
標識名

右

エンド②

計測者D
(内径)

摩耗率

摩耗率

計　測
年月日

7m 0m
○

0m 7m

拡大 拡大

備　考

4

左 中央

3

拡大

Ｔ
(幅)

D
(内径)

左 中央

計測者

右

エンド②

摩耗率

計　測
年月日

拡大

▲ ▲

設　標
標識名

▲

7m 0m
○

0m 7m

備　考
摩耗率

Ｔ
(幅)

設　標
標識名

エンド②

計測者D
(内径)

計　測
年月日

7m 0m
○

0m 7m

拡大 拡大

備　考 水深約　　ｍ

2

左 中央

▲ ▲ ▲

摩耗率

▲ ▲ ▲ ▲

右

摩耗率

Ｔ
(幅)

設　標
標識名

摩耗率

№ 規格 目視
外観点検 計測データ

コ
モ
ン

記　　事
環部 鎖部

1

左
拡大➀ 7m

拡大➁ 拡大➁
▲ ▲ ▲

0m
○

0m

計測者D
(内径)

計　測
年月日

7m 拡大➀

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

三ツ目

エ
ン
ド
①

エ
ン
ド
②

拡
大

➀

拡
大

➁

中央 右

▲ ▲

エンド②

32mm

14m

32mm

14m

32mm

14m

引揚げ 設置d1

D1

D2d2

D

T d1

D1

D2d2

D

T



三ツ目環（30mm）来歴記録 別紙4-8

・

D= T= D1= D2= d1= d2= D1= D2= d1= d2= D1= D2= d1= d2=  D1= D2= d1= d2= 第二管区海上保安本部

三ツ目環　（30㎜） 49 38 38 42.5 38 38 38.4 38.4 38.4 38.4 38.4 38.4 38.4 38.4 30 33.5 30 30 確認者：　　　　　　　　

環部 鎖部

エンド① エンド➀
計測箇所 ▲ ▲

D1

D2

摩耗率

摩耗率

d1

d2

摩耗率

摩耗率

エンド① エンド➀
計測箇所 ▲ ▲

D1

D2

摩耗率

摩耗率

d1

d2

摩耗率

摩耗率

エンド① エンド➀
計測箇所 ▲ ▲

D1

D2

摩耗率

摩耗率

d1

d2

摩耗率

摩耗率

エンド① エンド➀
計測箇所 ▲ ▲

D1

D2

摩耗率

摩耗率

d1

d2

摩耗率

摩耗率

計測はエンドリンク及び拡大リンクは全て、コモンリンクは３ｍ毎に行うこと　※　摩耗・変形等の大きいリンクがある場合は、その箇所をノギスにより計測する。

▲▲ ▲ ▲ ▲ ▲

№ 規格 目視

三ツ目

エ
ン
ド
①

エ
ン
ド
②

拡
大

コ
モ
ン

1

左 中央 右

エンド②

計　測
年月日

7m 0m
○

0m 7m

拡大 拡大

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

摩耗率

計測データ

計測者D
(内径)

記　　事
環部 鎖部

設　標
標識名

Ｔ
(幅)

備　考 水深約　　ｍ
摩耗率

▲

エンド②

計　測
年月日

7m 0m
○

0m 7m

拡大 拡大

計測者

2

左 中央 右

摩耗率

Ｔ
(幅)

D
(内径)

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

設　標
標識名

備　考
摩耗率

▲

エンド②

▲

計　測
年月日

7m 0m
○

0m 7m

拡大 拡大

3

左 中央 右

摩耗率

Ｔ
(幅)

計測者D
(内径)

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

設　標
標識名

備　考
摩耗率

4

左 中央 右

Ｔ
(幅)

▲ ▲ ▲

計測者D
(内径)

エンド②

計　測
年月日

7m 0m
○

0m 7m

拡大 拡大

摩耗率 設　標
標識名

備　考
摩耗率

外観点検

▲ ▲

▲ ▲

▲

引揚げ 設置d1

D1

D2d2

D

T


